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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第２区分
【発行日】平成26年12月25日(2014.12.25)

【公開番号】特開2012-112524(P2012-112524A)
【公開日】平成24年6月14日(2012.6.14)
【年通号数】公開・登録公報2012-023
【出願番号】特願2011-241817(P2011-241817)
【国際特許分類】
   Ｆ１６Ｈ   1/32     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ１６Ｈ   1/32    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成26年11月10日(2014.11.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力軸における入力速度を出力軸における出力速度に変速する変速装置であって、
　ピッチ円直径Ａを有する大環状歯車、及びピッチ円直径Ｄを有する小環状歯車を含む同
軸対の環状歯車と、
　ピッチ円直径Ｂを有する大平歯車、及びピッチ円直径Ｃを有する小平歯車を含む同軸対
の平歯車であって、前記大平歯車が前記大環状歯車と噛み合い、前記小平歯車が前記小環
状歯車と噛み合うことで、噛み合う歯車対が２対できる、前記同軸対の平歯車と、
　前記変速装置の前記入力軸及び前記出力軸のうちの一方に接続する支持部材と、
　を含み、前記２つの同軸対のうちの１対の歯車を、前記支持部材上で周転円運動するよ
う共に固定し、
　前記２つの同軸対のうちのもう１対の一方の歯車を、前記変速装置のフレームに固定し
、前記２つの同軸対のうちのもう１対の他方の歯車を、前記入力軸及び前記出力軸のうち
の、前記支持部材に接続していない他方に接続し、
　前記環状歯車及び前記平歯車の対が、Ａ＝Ｋ＋ｉ、Ｂ＝Ｋ、Ｃ＝Ｋ－ｊ、及びＤ＝Ｋ＋
ｉ－ｊの寸法関係を満たし、Ｋ、ｉ、及びｊが定数であること、
　を含む装置。
【請求項２】
　ｉ及びｊが共に５未満である、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　Ｋ／ｉが３０／１未満である、又はＫ／ｊが３０／１未満である、請求項１に記載の装
置。
【請求項４】
　ｉがｊと等しい、請求項１に記載の装置。
【請求項５】
　前記入力軸及び前記出力軸のうち、前記支持部材を接続するのが前記入力軸である、請
求項１に記載の装置。
【請求項６】
　前記入力軸及び前記出力軸のうち、前記支持部材を接続するのが前記出力軸である、請
求項１に記載の装置。
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【請求項７】
　入力軸における入力速度を出力軸における出力速度に変速する変速装置であって、
　ピッチ円直径Ａを有する大環状歯車、及びピッチ円直径Ｄを有する小環状歯車を含む同
軸対の環状歯車と、
　ピッチ円直径Ｂを有する大平歯車、及びピッチ円直径Ｃを有する小平歯車を含む同軸対
の平歯車であって、前記大平歯車が前記大環状歯車と噛み合い、前記小平歯車が前記小環
状歯車と噛み合うことで、噛み合う歯車対が２対できる、前記同軸対の平歯車と、
　前記変速装置の前記入力軸に接続する支持部材と、
　を含み、前記２つの同軸対のうちの１対の歯車を、前記支持部材上で周転円運動するよ
う共に固定し、
　前記２つの同軸対のうちのもう１対の一方の歯車を前記変速装置のフレームに固定し、
前記２つの同軸対のうちのもう１対の他方の歯車を前記支持部材に接続していない前記出
力軸に接続し、
　前記環状歯車及び前記平歯車の対が、Ａ＝Ｋ＋ｉ、Ｂ＝Ｋ、Ｃ＝Ｋ－ｊ、及びＤ＝Ｋ＋
ｉ－ｊ－ｊの寸法関係を満たし、Ｋ、ｉ、及びｊが定数であること、
　を含む装置。
【請求項８】
　ｉ及びｊが共に５未満である、請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　Ｋ／ｉが３０／１未満である、又はＫ／ｊが３０／１未満である、請求項７に記載の装
置。
【請求項１０】
　ｉがｊと等しい、請求項７に記載の装置。
【請求項１１】
　共に固定した前記２つの歯車が前記支持部材上で周転転運動する前記同軸対の歯車が、
前記同軸対の平歯車である、請求項７に記載の装置。
【請求項１２】
　共に固定した前記２つの歯車が前記支持部材上で周転円運動する前記同軸対の歯車が、
前記同軸対の環状歯車である、請求項７に記載の装置。
【請求項１３】
　入力軸における入力速度を出力軸における出力速度に変速する変速装置であって、
　ピッチ円直径Ａを有する大環状歯車、及びピッチ円直径Ｄを有する小環状歯車を含む同
軸対の環状歯車と、
　ピッチ円直径Ｂを有する大平歯車、及びピッチ円直径Ｃを有する小平歯車を含む同軸対
の平歯車であって、前記大平歯車が前記大環状歯車と噛み合い、前記小平歯車が前記小環
状歯車と噛み合うことで、噛み合う歯車対が２対できる、前記同軸対の平歯車と、
　前記変速装置の前記出力軸に接続する支持部材と、
　を含み、前記２つの同軸対のうちの１対の歯車を、前記支持部材上で周転円運動するよ
う共に固定し、
　前記２つの同軸対のうちのもう１対の一方の歯車を前記変速装置のフレームに固定し、
前記２つの同軸対のうちのもう１対の他方の歯車を前記支持部材に接続していない前記入
力軸に接続し、
　前記環状歯車及び前記平歯車の対が、Ａ＝Ｋ＋ｉ、Ｂ＝Ｋ、Ｃ＝Ｋ－ｊ、及びＤ＝Ｋ＋
ｉ－ｊ－ｊの寸法関係を満たし、Ｋ、ｉ、及びｊが定数であること、
　を含む装置。
【請求項１４】
　入力軸における入力速度を出力軸における出力速度に変速する変速装置であって、
　ピッチ円直径Ａを有する大環状部材、及びピッチ円直径Ｄを有する小環状部材を含む同
軸対の環状部材と、
　ピッチ円直径Ｂを有する大円盤状部材、及びピッチ円直径Ｃを有する小円盤状部材を含
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む同軸対の円盤状部材であって、前記大円盤状部材の牽引部が前記大環状部材と噛み合い
、前記小円盤状部材の牽引部が前記小環状部材と噛み合うことで、噛み合う対が２対でき
る、前記同軸対の円盤状部材と、
　前記変速装置の前記入力軸及び前記出力軸のうちの一方に接続する支持部材と、
　を含み、前記２つの同軸対のうちの１対の部材を、前記支持部材上で周転円運動するよ
う共に固定し、
　前記２つの同軸対のうちのもう１対の一方の部材を前記変速装置のフレームに固定し、
前記２つの同軸対のうちのもう１対の他方の部材を前記入力軸及び前記出力軸のうちの、
前記支持部材に接続していない他方に接続し、
　前記環状部材及び前記円盤状部材の対が、Ａ＝Ｋ＋ｉ、Ｂ＝Ｋ、Ｃ＝Ｋ－ｊ、及びＤ＝
Ｋ＋ｉ－ｊの寸法関係を満たし、Ｋ、ｉ、及びｊが定数であること、
　を含む装置。
【請求項１５】
　入力軸における入力速度を出力軸における出力速度に変速する変速装置であって、
　噛合いピッチ円直径Ａを有する大内接噛合い部材、及び噛合いピッチ円直径Ｄを有する
小内接噛合い部材を含む同軸対の内接噛合い部材と、
　噛合いピッチ円直径Ｂを有する大外接噛合い部材、及び噛合いピッチ円直径Ｃを有する
小外接噛合い部材を含む同軸対の外接噛合い部材であって、前記大外接噛合い部材が前記
大内接噛合い部材と噛み合い、前記小外接噛合い部材が前記小内接噛合い部材と噛み合う
ことで、噛み合う対が２対できる、前記同軸対の外接噛合い部材と、
　前記変速装置の前記入力軸及び前記出力軸のうちの一方に接続する支持部材と、
　を含み、前記２つの同軸対のうちの１対の部材を、前記支持部材上で周転円運動するよ
う共に固定し、
　前記２つの同軸対のうちのもう１対の一方の部材を前記変速装置のフレームに固定し、
前記２つの同軸対のうちのもう１対の他方の部材を前記入力軸及び前記出力軸のうちの、
前記支持部材に接続していない他方に接続し、
　前記内接噛合い部材及び前記外接噛合い部材の対が、Ａ＝Ｋ＋ｉ、Ｂ＝Ｋ、Ｃ＝Ｋ－ｊ
、及びＤ＝Ｋ＋ｉ－ｊの寸法関係を満たし、Ｋ、ｉ、及びｊが定数であること、
　を含む装置。
【請求項１６】
　前記同軸対の内接噛合い部材が環状歯車部材であり、
　前記同軸対の外接噛合い部材が波動歯車部材であること、
　を含む請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　前記同軸対の内接噛合い部材が波動歯車であり、
　前記同軸対の外接噛合い部材が平歯車部材であること、
　を含む請求項１５に記載の装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　偏心動力抽出段階では、円盤１３を軸１９上で同軸的に遊星要素１２に固定するが、円
盤１３は複数の孔１７を有しており、プレート１４上に設けた同数のローラピン１８と係
合させることができる。プレート１４を連結するドライブの出力軸１６の中心は、装置の
中心軸１０にある。この「動力抽出」構成により、ドライブは－Ｋ／ｉの減速比を生じる
ことができるが、ここでＫは遊星要素１２のピッチ円直径であり、ｉは要素１１及び１２
のピッチ円直径の差である。環状歯車１１が８０の歯を有し、遊星要素１２の歯車が７９
の歯を有する典型的な例（モジュール１計量歯車を使用したＫ＝８０ｍｍ，ｉ＝１ｍｍ）
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では、軸１５における入力を介して装置が機械力を伝えると、減速比は－８０となる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　この歯車列システムにおいて、４つの歯車４１、４２、４３、及び４４は、Ａ＝Ｋ＋ｉ
、Ｂ＝Ｋ、Ｃ＝Ｋ－ｊ、Ｄ＝Ｋ＋ｉ－ｊの寸法関係を満たしている。当然のこととして、
本発明の変速装置のいくつかの実施形態においては、歯車は整数の歯数を有する必要があ
る。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　本質的に図４の変速装置は入力として作用する支持部材４５Ｅと、出力として作用する
小環状歯車４４と、反応部材として作用する大環状歯車４１を有する。一方、共に固定し
た同軸対の２つの平歯車４２及び４３は、本システムにおいて周転円運動を行う。図４に
示す変速装置は、Ｋ（Ｋ＋ｉ－ｊ）／ｉｊの変速比を有する。１６Ｔ（歯）、１５Ｔ、１
４Ｔ、１５Ｔモジュール１０歯車のそれぞれに対応するＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄピッチ円直径、又
はＫ＝１５０ｍｍ（１５ｃｍ）、ｉ＝１０ｍｍ（１ｃｍ）、及びｊ＝１０ｍｍ（１ｃｍ）
という寸法を有する歯車ベースのシステムでは、変速比は２２５となる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　対照的に、１６Ｔ歯車であるＡピッチ円直径、及び１５Ｔ歯車であるＢピッチ円直径の
（図１に示す）従来のサイクロイドドライブでは、変速比は－１５である。このことは、
本発明の変速装置では、同程度の歯数を有するサイクロイドドライブの変速比の４倍の変
速比を達成可能であることを意味する。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２８】
　なお、図５及び図６の例はＫ：ｉ：ｊ＝１５：１：１（７５ＴｘＭ２：（８０ＴｘＭ２
－７５ＴｘＭ２）：（８０ＴｘＭ２－６０ＴｘＭ２．５）＝１５０ｍｍ：１０ｍｍ：１０
ｍｍ＝１５：１：１）の寸法構成を有する。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３４】
　２つの表に示す減速比は、Ｋの値（ｉ及びｊの値を１に減じたもの）に中心がある歯数
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を有する歯車であれば、減速比Ｋ２の減速機を構成できることを示している。これを従来
のサイクロイドドライブの減速比Ｋと比較する。
【手続補正８】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図３】

【手続補正９】
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【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図５】

【手続補正１０】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図６
【補正方法】変更
【補正の内容】



(7) JP 2012-112524 A5 2014.12.25

【図６】

【手続補正１１】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図７
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図７】
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